情報教育論最終課題

「授業計画書の作成」

環境情報学部2年　70051432　t00144to　大出剛史

授業テーマ

　一般的なパーソナルコンピュータの利用および使用するための基本的な能力の習得と、その能力による自分のホームページ作成とそのホームページによる情報発信と情報発信において留意すべき点の認識。

教育目的

　Windowsであれ、Macintoshであれ、PC-UNIXであれ、とにかくごく日常での利用及び使用にあたり問題なく行えるようにさせること。

　それにともない、ある程度以上の速さでタッチタイピングができるようになること。

　またホームページをホームページ作成ソフトではなくテキストエディタでHTMLファイルを作ることで作成させ、自分から情報を発信すること、いかなる情報を載せるべきかを考えることと同時に、プログラミング的なものを学ばせる。

　なおホームページをつくる、ということで各生徒は各自のホームディレクトリを持っている。

教育目標（評価可能な形）

　評価方法であるが、筆記試験は行わない。

　各課題においての評価の合計で評価する。

　各評価内容の採点は0,1,2点とし、その合計で10段階評価（通知表につけるもの）を決定していく。なお0点が「できていない」、1点が「できている」、2点が「大変よくできている」といった具合である。また最終課題（ホームページ製作）は最高5点にしてもいいかもしれない。

　評価内容は以下のようなものにする。

　ディレクトリのツリー構造がわかっている

　全角文字と半角文字の区別ができる（タグ生打ちで必要な知識）

　サーチエンジン（検索サイト）を活用できる

　電子メールを使うことができる

　1分間に120タッチ程度でタッチタイピングができる。

　HTMLをテキストエディタでタグを書いていく形で一通りできる。

　自分のホームページを複数のファイルから作れる。（最終課題）

　スタイルシートを使うことができる。（発展課題として扱うべきか？）

　最終目標は自分のホームページの完成。完成というからには一つのページ内で複数のコンテンツを有している必要があるだろう。評価そのものはページの見易さ、構成、内容などを総合的に評価する。

授業計画

※各項目がそれぞれ一回の授業に割り当てられるわけではない。

　パソコンの基本的な使い方を知る（OSに依存する）

　テキストエディタを使う（検索、置換など）

　全角文字と半角文字の違いを知る

　インターネットを利用する（サーチエンジンを利用するなど）

　電子メールを利用する（メーラーはなんでもいい。ごく普通の使い方、CC、BCCとは何か、添付ファイルについてなど）

　タッチタイピングを練習する

　HTMLファイルをテキストエディタでつくる

　自分のホームページをつくる

　スタイルシートを使ってホームページをつくる

授業内容

　ここで具体案を出すキーとなる授業の内容はHTMLコーディングとホームページのよる情報発信に関する注意点などである。

　なぜこの授業をキーとしているかというと、それはこのHTMLコーディングをスムースにしていく際にはやはりタッチタイピングができることが条件となる。またタグを書いていくことでごく初歩的な、プログラミング的な考え方が身につくはずである。また自分のホームページをいかに構成するかを考えさせる上で、どのような情報を載せるべきで、その際、何をやってはならないかなどを学ぶことになるからである。

　またこの授業では各生徒にホームディレクトリを用意してあり、そのあたりはSFCと同じ感覚であるとする。

　想定する授業は45分の授業である。それの連続した2コマ分についての授業内容である。

授業の前提

　この授業のテキストはWebページに載せているものとする。

　また授業にはメインの先生1人と数人の補助教員、TAを必要とする。

授業①

授業内容

　この授業での前提とするスキル…タッチタイピング（速い必要はない）

　この授業で教える内容…HTMLコーディングの初歩

　この授業での目標…とりあえず各自のホームページを作らせる。

授業台本

　なお（5分/15分）とある場合、「5分」がその項目に割く予定の時間で、「15分」が全体での経過時間である。

点呼と授業の概要説明（5分/5分）

　点呼を取り、その後説明。

　この授業でつくるHTMLファイルをプロジェクタで表示し、次にテキストに載せておいたそのファイルのソースに注目させ、まずこれをコピー&ペーストではなく、見ながら直接打ち込むよう指示を出す。

生徒の打ち込み作業（5分/10分）

　この間でもいくつか質問がでるはずである。恐らく”<”をどう入力するのかあたりが聞かれるのではないか。この際にあった質問は全体に対して答えていく。

作ったファイルをブラウザに表示させる（5分/15分）

　先ほど打ち込ませたファイルをHTMLファイルとして保存させる。すなわち拡張子に”.html”をつけて保存させる。これはトップページにするものなのでファイル名は”index.html”にする。保存場所は各自のホームディレクトリの”public_html”ディレクトリ内となる。そしてそのファイルをインターネットブラウザで表示させる。やはりこの際も多くのトラブルが生じると思われる。まずHTMLファイルとしての保存の仕方であるが、拡張子を付け忘れた場合、単なるテキストファイルでしかない。また拡張子も全角文字で付けてしまっていた場合なども同様である。さらにその全角文字半角文字の都合で、タグを全角文字で打ってしまっていた場合、ブラウザでそのファイルを表示しても想定したとおりに表示されない。恐らく入力そのもので起こりうるトラブルはこれらとタイプミスである。

生徒全員がちゃんと表示できたかどうかを確認（3分/20分）

　先ほどからの延長で生徒全員の状況を確認する。そこでもう一度、HTMLコーディングの際の注意点を全体にもう一度言う。注意点は先ほどのトラブル内容になる。

リンクを貼らせる（3分/28分）

　次にそのページにリンクを貼らせる一行を追加させる。その指示はWebページのテキストのほうに記載する。なおリンクを貼る際、ディレクトリのツリー構造がわかっている必要があるが、これはこの授業以前で学ばせておく。

生徒の状況を確認（5分/33分）

　やはりリンクを貼らせる場合でも全角、半角の問題が出てくると考えられるので、そのあたりを確認してやる。全生徒が出来た段階で作業時間に移る。

作業時間（10分/43分）

　残りの時間を生徒各自の作業時間に当てる。作業内容はもちろん各自のホームページの増強。タグ辞典などを教室の前のほうにおいて置く。ただしこの時間はこれ以前の進行状況で増えることも減ることも考えられるため、後処理の時間を残すように時間を配分する。

後処理（2分/45分）

　残りの2分で終了処理などを行う。

授業②

授業内容

　この授業での前提とするスキル…①の内容は消化していることを想定

　この授業で教える内容…ホームページに載せる内容について

　この授業での目標…授業内容を理解した上でのホームページ増強

　なお①の授業とこの授業の間があいている場合、生徒によってホームページの作成具合が代わってくると考えられるが、こちらのペースは基本的に前回の直後の状態を想定する。

授業台本

点呼と授業の概要説明（5分/5分）

　まず点呼を取る。次にこの授業の概要を説明する。この授業では自分のホームページをつくる上で気をつけなければならないことを考えさせていく。またこのことはホームページだけではなく、論文などを書くときにも留意すべきことであることを認識させていく。つまりは著作権の問題などである。

著作権に関して（15分/20分）

　実際に著作権を無視した例を生徒に示す。そしてそれらの例について、どのあたりが問題なのかを考えさせ、示す。簡単な例でいえば、自分の好きな歌手の歌の歌詞を自分のホームページに掲載してしまった場合など。

プライバシーに関して（15分/35分）

　ネット上で無闇に自分の個人情報を載せないほうがいいということや、他人の情報も無闇に載せてはいけない、ということを個人情報の漏洩によるトラブルを例に出し考えさせる。

課題の提示（8分/43分）

　この授業での課題はこの授業を踏まえてのホームページ作成となる。従ってこのホームページは評価の対象となり、この授業の内容を無視したような内容をホームページに載せていた場合などは、もちろん減点対象となる。なおこの課題の期限はこの学期中とする。説明を終え次第、実習開始。

後処理（2分/45分）

　残りの2分で終了処理などを行う。

本レポートを作成するに当たって

　このレポートを作成するに当たっては、SFCの情報処理Ⅰaと私の出身高校の学芸大学付属高校で行われている情報の授業を参考にした。従って内容は情報の授業の入門的なものになった。つまり内容としてはあまり深く突っ込んだことはないし、書いてから見直すと、情処Ⅰaにそっくりになってしまった感もある。

このレポートで書いた授業ではタッチタイピングがある程度できることを前提としている。やはりタッチタイピングができるのとできないのとでは授業の進行速度も変わってくる。私の高校ではタッチタイピングをやらせている様子はないが、やらせるべきであろう。どうやらタッチタイピングをやろうと思わない人は、自分ではタッチタイピングはできない、と思い込んでいるようだが、多少の努力と多少の時間があればだれにでもできるはずである。それにタッチタイピングによる恩恵は殊のほか大きい。少なくとも私の周りでは音声入力でメールを書いている人は見たことがない。

またこのレポートで書いた授業内容はHTMLコーディングとそれによる自分のホームページの製作であるが、HTMLコーディングを選んだ理由は、プログラミングの前段階としてこれが適当であると考えたからである。CやJAVAなどの普通のプログラミング言語はパソコン初心者には少々酷なものがあるが（できないことはないと思うが）、ある意味プログラミングであるHTMLコーディングは、そこまでとっつきにくいわけではなく、またホームページをつくるという行為につながるため、情報教育の初歩としては適当である。

ホームページ製作ということに関しては、授業②で書いたように著作権やプライバシーのことにふれなくてはならない。このあたりは私の高校で実際に起こった事例を知っているので（詳しくは書かないが）、重要である。またこの話は情報の授業に限らず現代社会においては気にとめておく必要があるだろう。

ただ、とりあえず入門用の授業計画書をこうして作ってみたものの、どのようなことをどの程度の深さで教えていくべきなのかは迷うところである。


























































